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日▼鼓製作所における昭和33年度の研究体制ほ新にトラ

ンジスタ研究所を設けて中央研究所より独立させたこ

と,ならびに特別委員会中に化学材料部会を加えて13郡

会とし,設備投 も順調に進行した

報岩1,800件を数えるにいたった｡

果,完成した研究

のうち 点的な諌

題を平射こ貢要研究と名付け,全社的230件を能率的に研

究の推進を強行している｡

の結果,研究の成果も見るべきものあり,

14,000kWゲルマニウム整流器の完成,トランジスタの

量産化,シリコン整流器の開発,交■庇1両川電卓,

･
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｢あさかぜ｣片の完成等の新製品を送り出したが,これら

は前章までに製品の 戟コし

二
.
ロてめ含 したので,本章でほ

主に基礎的な研究の成果について述べる.｡

まず工業計器方面の進歩として火力プラン=菊係に必

要な水中溶解酸 分析計と微遺酸素分析計がある.J

前者ほ測定範囲0､0.2ppm,確度士0.002ppm とい

う高度の性能を有し,後者は0～1′写の範閃で水身1-1の

02の微境分析が可能である.｡テレメータはオー1､ノー

ショソの一環として広く川いられるもので,周波数, 電

圧,水位,流量等の遠方監視に利mされる｡コイル用絶

材料の進歩としてほポイドのないエホキシレジンがあ

る二･一方火力用の金属材料としてクリープ破断特件の研

究を行ったっ原二√炉関係の研究としては日動制御装置の

試作燃料 している｡次に強誘電≠

の研究では硫酸三グリシンを開発した｡中性ナ検=用の

BF3比例計数管ほ全金属製のものを開発しさらに濃縮

BlOF3計数管を製作した｡中央研究所としてほ古響,振

動の研究川に無響妄を完成した｡タービン翼,ブロワの研

究用に変圧風洞を整備した｡またr線照射ではポリエチ

レンに応用して高温における物理的性質を改~善した)

28.0.1エ業計器

(1)水中溶解酸素分析計の試作研究

大容量の火力プラント増設に伴い水中溶解酸 分析計

の需要がますます増加するので,昨年よりそれの開発研

究を行い,測定範囲0～0.2ppm.,確度 士0.002ppm.

の分析計を完成した｡第1図はその外観!渕で,全装苫ほ

検仁一H凱電源部および受信部より構成されている⊥ 検潮

部は検Jl†器,水電解槽,ガス抽‖器㌧ 完流量装置,温度

制御付冷却船,および配管よりなり,水電解槽より水

が送られているガス抽Jl指旨内で被倹水と水 とをかき混

ぜ,被検水中の溶解酸素を水素気中に放出させ,その量

を熱線式熱伝 で測定するようになっているリ

(2)微量酸素分析計の試作研究

さきに測定範囲0～2vol%02の水素中の敏一鑓二酸素分
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第1図 試作水中溶

解酸素分析計の外

観同

析計を完成したが,その後引き

続き改良研究を行い,測定範囲

0～1vol%02.確度±0.025vol%

02の分析計を完成した｡.また,

これと平行して測定範囲0～

1vol%02の窒 中の微量酸素

分析計を開発した-.この分析計

の検旧都ほ被検ガス完流量装

置,水電解槽,熱棟式熱伝導形

検出酪,および燃焼管よりなり,

その測定機構は下記のごとくで

ある｡まず,一定流量の被検ガ

スに--･定流量の水 を混合して

比較宰に流す.二 次にその混合ガ

スを燃焼管に導入し,混合ガス中の酸 を水素と反応さ

せて除去しノたのち,それを測定室に流す.= Lたがって比

較室内のガスの熱伝導率ほ常に一定であるが,測定室の

ガスは被検ガス中に存在した｡酸 分圧によって水

圧が変っているので,熱伝導率が変化する｡両者の熱伝

導率の比較から酸 分析を行う｡

28.0.2 日立TFV形テレメータ

日､､ヒTFV形テレメータは,被測定量と一定の関係を

肯する衝流周波数を発′巨する送量変換器,受量側におい

て街流周波数に応じた直流 流値に変化して指示させる

受量変換紹,および両装置間を 絡し衝流信せを伝送す

る搬送装置よりなっており,この送呈変換器にトルクバ

ランスの測定原理を利ノーHしたものである｡第2図ほこの

送:巨竜二変換器の外観写真である.｡この計測方式によれば高

精度にしてかつ高確度の

測定が矛盾なく行われ,

オートメーションの-･環

としての日動計測および

遠力監視にIムく用いられ

うるものである-,本テレ

メータは周波数,電力,

無効電九 電圧,

水位,流量などのテレメ

ータが同一形式に統一で

き,伝送路,伝送r_111路に

もあまり影響されなく,

多数の測定量を督易に

合することができるなど

幾多の特長を兼ね備えて

いる∴.現在すでに真空管

第2図 日立TFV形テレ

メータ送呈変換器
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式の製品を完成L-,引き続いてトランジスタ式の

行い,ほぼ製品化しうる段階に達している｡

28･0･3 コイル用絶縁材料

作を

コイル用絶線材料といっても有機物,無機物にわたっ

て種々のものがあるが,ここでは主としてアスファルト

系コンパウンドに代って用いられるようになったポリエ

ステルおよびエポキシレジンについて述べる｡いずれも

コイル含浸,

るが,特

り込み,あるいは注型用として用いられ

れらが無溶剤ワニスと称せられるように

一般ワニスのごとく含浸容易で,かつコンパウンドのこ

とく揮発性溶剤を含まず含浸したもの全体が硬化するこ

とである｡一般に有機材料で最も問題になるのほ耐熱性

と耐コロナ性とであるが,これらの材料は従 の材料に

比して耐熱性を向上し,ポイドの減少という意味でコロ

ナの問題にも一歩を進めてきた｡しかし,まだ理想的な

ものとはいえず,かつ化学的にみてもまだまだいくらで

も進歩する材料である｡

研究の目標ほ,所望の電気的性質と使用温度範囲にわ

たっての膨脹収縮,そのほかに応ずるに必要な機械的性

質とを併立させ,かつ作業性を改良し,耐熱性を向上さ

せることといえよう｡作業性についてはポイドのない絶

縁層を容易に構成しうることが第一の問題である｡この

ためには無溶剤ワニス以外の絶縁層構成材料についても

多くの研究を必要とする｡20年,30年の 命を要求さ

れるコイルに対して材料の変更には慎重を期さねばなら

ないが,絶えざる化学的研究(化学組成,合成法,硬化

条件と電気的,機械的性質,接着性,熱分解性,硬化特

性との関係,絶縁層としての諸特性の研究)とコイルの

構造,作業法,寿命に関する研究とによって昭和32年に

ほ発電機用コイルとモールド形変成器とについて無溶剤

ワニスの改革を行い,さらに昭和33年これに相当の改

良を加えた｡また現在ほいっそう進歩した材料の試験を

行っており,これら材料の使用範囲も拡大しつつある｡

28･0･4 火力用金属材料の研究

火力発電用ボイラおよびタービンは近時ますます大容

量高温高圧化し,これに伴い金属材料ほ従来よりもいっ

そう苛酷な条件のもとに使用されるようになった｡高温

高圧火力機器において,使用金属材料およぴその 接部

の長時間クリープおよび長時間クリープ破断特性の究明

は非常に重要な問題である｡かねてから試験設備の増強

を計画していたが,昨年3月工事を完了し,すでに本格

的な 験に入った｡

今回増設したのほ,クリープおよびクリープ破断専用

機30台,マルティプルのクリープ破断専用機6台で,

ほかに従来短時間

プ破断

破断

験専用であった3台を長時間クリー

験用に改造を行った｡クリープおよぴクリーフ

験設備の現状ほ弟1表のとおりである｡増設にあ
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第3図 C-3形クリープ破断試験機群の一部

第1表 現有クリープ,クリープ破断試験機ならび

に付属装置

たって考慮した点ほ,次のとおりである｡(1)クリー

プにもクリープ破断試験にも使える両用機であること｡

(2)伸び測定は従来のマルテンス鏡方式を廃し,差

動変圧器を用いた日動 銀方式をとり,測定労力の軽減

をはかるとともに試験機の所要床面積を縮少した｡弟

3図ほこれら試験機群の一部を示す｡

各種高温高圧用材およびその熔接部,熔着鋼について

試験を行い,火力機器の設計製作にあたって万全を期し

ている｡

28.0.5 原子炉自動制御装置の試作

瞑子炉内中性子束およびその増減の周期などを計測す

る装置と,それによって制御棒を操作して中性子束を制

御する 置とは原子炉の安全な運転上欠くべからざるも

のであり,また緊急の際ただちに炉を停止して安全を確

保する安全回路が原子炉制御装置の最も重要な一更

なる｡

日立製作所では昭和31～32両年度にわたり政府の原

子力平和利用研究補助金の交付を受けて,国産1号炉と

同程度の実験用原子炉を対象とした原子炉制御計測装置

の 作研究を行った｡ 作装置は電気回路部と制御棒機

構に大別され,前者はさらに計測盤,指示盤,制御卓,継

電器盤および制御キュビクルなどにわけられる｡

試作研究の結果,(1)対数計数率計,対数出力増幅

器,周期増幅器などの電子管回路は良好に動作するもの

が得られ,その精度も高く原子炉運転の安定性を確保す

る見通しが得られた｡(2■)制御棒機構においては最大
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移動速度14mm/s,起動特性0.2～0･16秒などの結果が

得られ,ボールスクリューナットによる制御棒駆動機

および磁気増幅掛こよる制御棒制御の方式が確立され

た｡(3)自動制御系ほ反応度の急変や出力設定値の変

更などに対して3～4秒で擾乱を打ち消し,ゆきすぎ畳

も10～30%以下で10数秒で安定に設定値に落ち着き,

原子炉が過渡状態でも安全に自動制御できることが知ら

れた｡(4)急停止 下関始までの時間は50

ms以内で,原子炉の安全が保証されているなどの成果が

得られた｡このように本試作研究の結

･呆,原子炉を安定かつ安全に運転する

ための制御系を設計計画するに必要な

各種の質料をうることができた｡わが

国においても原子力の開発が盛んとな

り,原子炉の国産化が強く要望されて

いる｡それにほ原子炉の安全な運転を

保証する制御装置の確立がぜひとも必

要な条件となる｡この点味において本

試作研究の完成はわが国における原子

炉国産化に大きく寄与するとともに,

原子力開発とその関連産 に頁献する

ところほ大きいであろう｡

28.0.る 原子炉用燃料棒の被覆

昭和31年より 料棒の被覆を中心と

第41巻 第1号

第4図 国1炉用模擬燃料棒

した瞑子燃料棒の試作研究を続けてい

る｡まず目標としたのは日本原子力研究所に設置∴予定の

JRR-3炉(国産一替炉)の燃料で,これは直径25mm

の天然ウラン棒に2Sアルミニウムを被覆する仕様にな

っている｡結后L

対象ほ

料棒の製作工程からいうと,研究の

材ウラン棒からウラン心材を作り･アルミニウ

ムで被覆し,両端に蓋を 接し,最後に十分な検査を行

って瞑子燃料棒を完成させることにある｡研究ほ全然未

知で放射性であるウランの取り扱いの菟礎研究から棉ま

り,ウランの溶阻加工および諸性質の検討から原子炉

にウランを用いる際最も問題となる中性子による照射損

傷をできるかぎり少なくするための/■∋焼入処理の適正

条件をほぼ確立することができた｡

一方,被覆法の研究は,ウランの代りに純鉄を心材と

して引き抜による被覆法の技術をまず確立した｡さらに

この成果を進展させて日立電線株式会社で 作した6個

またほ3偶のフィンをもったアルミニウム管で被覆した

JRR-3炉の現寸法模擬燃料棒第4図を試作した･｡また両

端の蓋はアルゴンアーク熔接で密封するのであるが,無

欠陥な燐接部をうることは非常に困難であるっ しかし,

基礎的検討から締めて模擬燃料 による実1一法の経験か

らほぼその施工法を確立し得た｡現71三以上のような講基

礎研究の成果を発展させて実物 料棒の試作を完成させ

第5図 原子燃料加工実験室

るべく,弟5図に示すような燃料加工実験室において試

作研究の仕上げを急いでいる｡そのほか,欠陥の皆無な

燃料棒を作ることがぜひ必要なので,その検査は厳密を

要するが,検査法の開発の面も着々成果をあげており,

被覆の結合欠陥を調べるthermaltest試験機,漏洩を

検出するヘリウム漏洩試験装眉およびダライコール

装置を完成させた｡

28.0.7 強誘電体の研究

通常のイオン 晶だの高分子

鹸

電体とほ異なってその

もの白体が自発的に分極した状態のほうが安定であっ

て,電場をかけると分極が反転するような特殊の誘電体

が焦電性結晶の-一部とし発見されたのは1920年以来で

あるり

このような誘電体,すなわち強誘電体の誘 異状の発

見ほ初めほロッシェル塩,KDP(KH2PO4),KDA

(KH2A204)などにおいてであったが,1946年にチタン

醸バリウムの強誘電性が日,英,ソ で独立に発見され

て以来強誘電体の電気通信工学方面への利用という応用

面が 第にとりあげられるようになった｡

強誘電体ほ電気的秩序状態にある微視的双極子が集っ

て分域構造を形成しているのであるから,強磁性体と何

様にある温度以上でほ熱撹乱によりその 気的な秩序状
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主､･_･j⊥範
第6図 チタン酸バリウム

単結晶

第7図 GASH(グアニジン･
アル

ニウム硫酸塩)単結晶

第8図 硫酸三グリシソ

単結晶

(縦軸:電流値,桃軸‥ 掃引,輝点間隔1/∠S･)

第9図 硫酸三グリシソ結晶の電圧印加後の電流特性

態から無秩序状態にと変化してしまう｡強誘電性を

機掛こ利用しようとする場合にほこの秩序無秩序転移温

すなわち Curie 温度 が室温以上にあること

がまず望ましいわけである｡現在までに発見されている

破誘 体の中で比較的ありふれた元 からなり,Curie

点が室温以上にあるものほチタン酸バリウム,GASH

〔(CN3H6)Al(SO｡)2･6H20〕,硫酸三グリシン〔(CH2(NH2)

CO2H)3H2SO4〕の3種である｡

昭和30年 われわれの研究室でも必ず近い将来の通

椙機材料として採りあげられると信じて,主としてこの

3瞳の強誘電体を対象に基礎研究を続けてきている｡

また,最近10坪の昼夜通電室も完成したので,付随

測定機器を設備し,ここで強誘電体結晶の 作に着手し

結晶育成条件の確立を図りたいと思っている｡

強 電体の応用は今まで強磁性体を使っていたあらゆ

る分野に用いられるわけである｡そのほかにピェソ効果

を利用した音響機器,圧力計,超音波発生素子などや,

チタン酸バリウム系の磁器の大きな誘電率を利用したコ

ンデンサ材料,静電変圧器(1),発電機(2),あるいは遮断

機の絶縁材料などの用途もある｡しかし,現在最も広く

関心を呼んでいるのはこの物質の残留分魔盈利用しで竃

気計算機, 話の自動交換器などの記憶素子として利用

するという方㌫用面である｡強磁性体を用いたパラメトロ

ン 子のごとくに大きな電力を消費せず,結晶内に信号

を蓄積できるわけである｡ただし,強 体ほ強磁性体

と異なり分極反転に確とした閲の電場がないのが問題で

ある｡この点の接術的な処理ができれば強誘電体を用い

る方が有利である｡

一方強誘電の非線分櫨特性を利用し,チタン酸バリウ

ム磁器を用いた増幅器,周波数変調器,また最近は電気

ルミネッセンス周の 子として,いわゆる壁かけテレビ

ジョンの実現を図ったELF装置などが興味をひいてい

る(3)｡:

葬る～8図ほわれわれの研究室で作ったチタン酸バリ

ウム,GASH,および硫酸三グリシンの単結晶である｡

これらのものの抗電場,ヒステリシス特性,スイッチ

ソグ特性,導電率,誘 特性などの基礎的なデーターを

集積した結果,以上の3種の強誘電体の電気的刺激に対

する挙動が次第に明らかになり,実用する場合のそれぞ

れの長所,短所が明らかにされてきている(4)｡また結晶

育成の条件が性能に大きな影響を与えることもわかっ

てきたので,今後よい結晶,よい磁器を作るための作業

規格のようなものの確立とその根拠を求めねばならな

い｡

第9図の写真は弟8図の硫酸三グリシソ結晶に矩形パ

ルス電圧を印加したときの電流応答をシンクロスコープ

で観察したものである｡分城壁の易動度はチタン酸バリ

ウムよりかなり大きく,したがって短時間で分極反転

し,抗電場も小さいので記憶蓄積素子とし有望である

が,表面堰層がGASHなみに厚いので薄く結晶とし使

用する場合必ずしもチタン酸バリウムより有利とばかり

もいえないが,新しい強誘電体で記憶蓄積に有望なもの

であることほ確実であろう｡

28.0.8 BF3比例計数管

BF3比例計数管はBlO(彿･α)Li7反応のα繰パルスを計

数して中性子を検出する計数管である｡中性子密度の小

さいところで使用される代表的計数管で,原子炉始動時

の制御用,加速器のモニタ,中性子サーベイ,中性子モ

ノクロメータの検出紹,あるいはロングカウンタとして

中性子ビームの測定,宇宙線中性子の測定など広範な用

途が約束されている｡
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第10同 EB125BF3比例計数管

日二女
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作所ではさきに通産省原子力局の委託研究とし

て天然BF3封入比例計数管を完成したが,これに引き続

き今般全金属製のEB125BF3比例計数管を製作した｡

これは濃縮BlOF3を50cmHg封入し,構造ほ全長450

mm,管径 26.5‡nmp 有効容積は

100ccでコネクはタHN形を使用し

ている(弟10図)｡

7′フjキノこ1ノ

】

(∴

√ノ

/

計奴管電圧(7)

第11図 BlOF3比例計数管計数率曲線

y 毒三 ノ㌔⊥フ♂7

漕一基利得♂ズ〃♂

〔1かwノノルン♂/カノ■F

♂
ノンフ

上′汐
■J 誹′ √ノ

第12図 BlOF3計数管パルス波高分布曲線

第2表 計数率曲線諸特性

中性子源Ea十Be(20mg)を使用

一寸

これの計数率特性を第2表,弟】1

図に示す｡中性子源としてRa+Be

(二20mg)を使用し,増幅器利得を広

範囲に変えて測定したものである

が,巨i】加電圧3,000Vまでは同一の曲

られ,プラトー幅300､350V,

プラトー率0.5～3%/100Vであって

非常に使用しやすい特惟である｡

またこれのパルス波高分布測定の

結果を弟12図に示す｡

BlO(循･α)Li7反応ほ

BlO+乃→Li7十α+2.3Mev

→Li7+α+2.8Mev

の反応を行うが,弟12図では2.3

Mevの尖鋭なピークと 2■8Mev値の小さいピークが検

出されている｡ピークのあらわれる波高値比,ピークの

計数率比ともに既存のデーターと一致した結果を示して

いる｡なお 2･3Mev のピークの標準偏差は10%前後で

あり,低エネルギー端の平坦な分布ほ管壁効果によるも

のであることを計算の結果明らかにした｡

28･0･9 無響室の試作とその特性

最近機械の騒音の問題が大きくとり上げられるように

なったが,機械騒音を正しく測定するための防音室とし

ては,外部騒音の侵入を 断し,内部では壁面の反射を

できるだけ少なくして自由な音響場を作ることが必要で

ある｡日立製作所中央研究所で試作した無響室i･ま,外側

を厚さ 25cmのコンクリート壁でおおって,外来者の

選者を 50dbにとり,その内側に,(1)吸音

(2)ロックウール板(3)吸音楔 の3層の吸音材

を設け,各層の間にほ空気層をおいて 断周波数を低く

とるようをこしてある｡吸音楔は太さ9J`のガラスウール

を60kg/m3の密度で充填し,その外側を綿布で包んだ

長さ 70cmの楔形のもので全壁面に耽り付けてあり,

内部で発生する音をできるだけ吸収するようにしてあ

る｡室内の面積ほ25.4m2である｡床格子は被測定機械

を容易に坂り付けできるような構造にし,防振ゴムを介

して地面から浮かしてあるので,地面から伝わる振動お

よび固体音ほ 断される｡床より底面の吸音楔の先端ま

では1mあり,底面からの反射の影響は少ない｡防音扉

ほ三重になっており,内側の楔部分の扉ほ内部に回転さ
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第13図 無警重水平断面図

第14図 無 響窒 の 内 部

せる構造になっている.｡さらにロックウール板の金網を

接地して電気的なシールドとし,照明ほ蛍光灯のランプ

のみ室内につるしてある.｡無響室の平面図を弟】3図に,

内部の写真を第14図にホすっ

扉の 音特性ほ100c/sで 45dbとなり,前室の空

気層を合せるとほぼコンクリート壁の 如こ等しく,ほ

かの周波数でも50db以上の遮音力を示すから 特性

としてほ十分であるといえる｡自由な酋響場でほ.音源

から発した音が距離の2粟に逆比例した舌圧分布を作ら

なくてはならない｡無響宅の良否の決定ほ,この道2乗

法上伸･こどの程度まで従うかということで判断される｡こ

の無響宅でほ,音源から2mの距 内でほ,50､5,000c/s

において±1dbの範囲で逆2乗法則を満足することが

わかり,大きさの面からも,相性の薗からも,槻械騒音

の測定という点からすればすぐれた無響室であるという

ことができる｡

28.0.10 変圧風どう

作所中央研究所に新設された変正風どうほ

機,ポンプ,タ｣ビンなどの流体機械の基礎研究,拍に

効率に蚤要な影響を及ばす境界層の宍験と風速計などの

測定器の検定に川いるためのものである｡被測定物体を

置く測定断面は 60cm角で, 嵐
･]■H

鼠 50m/sでい

わゆる低速風どうに属する｡この種の風どうに要求され

る性能は測定断面内の風速分布が均一であること,風速

が時間的に一定である(乱れが少ない)こと,風速の調

節範囲が広く,駆動動力が少ないことなどである..っ

風速分布を均一にし,乱れを少なくするためには凪ど

うを形成する風路の形状に注意を払う必要がある｡中部こ

測定断面のすぐ上流に設ける COntraetioncone と称す

るノズル状のしぼり皆の影響が大きい｡本風どうのCOn-

traction coneの設計にあたってほ薪Lい設計理論を発

展させ,また横形宍験を行っで慎重を期した｡これによ

って
COne の軸長を短縮するとともに均一性を良好に

し,測定断面内の 差を0.5%以内にすることができ

た｡乱れの強さほ熱線風速計による測竃の結果,0.1%

以~Fであった｡

風速の調節範l胡を広くするために風どう送風 はワー

ドレ㌧オナード制御による 25kW蹟二泳者動機駆動とし,

さらに変速幽車を組み合わせて最低風速 0.5m/s,撮高

風

向

風

50m/sをうる1つ さらに風どう内の口三カレペルを最

3kg/cn12ゲージまで■㍍めてレイノルズ数(実効的な

)を大きくできる

風どうのごとき複雑な圧力容器の応プJ状態を理論的に

推定することほ困難であるので,本風土うの設計にあた

ってはまず小形の模埜往こ圧力をかけて試験L.,実物風ど

うの完.成後さらに各部に挺朝潮ひずふ計をはり付けて応

力状態を測定して,危険のないことを確かめた｡本凪ど

うの容積ほ約60m3あってかなり大きいので,これを空

気溜i･こ川い,3kg/cm2の空気くを急に吹きJlユさせて高速気

流を作り,高 風どうとして川いることもできる｡

28.0.11ポリエチレン(勅arlex-50)の7■線照射

前に高比法ポリエチレンに 60Coの7･線を照射して

性質の変化を調べたが,今回は低圧法ポリエチレンの一

種 Marlex-50に同様r線を照射しで性質をしらべた｡

十分脱気鮎哩を行って5.5から 75nirepにわたって照

射した｡顕微鏡下で観察した流動点は5.5丸むepの照射

で190OCをこえ75Mrepで2000Cに達した｡高圧法

リエチレンも照射量が同じ場合はほ点欄じ程度の流動点

を与えた｡Marlex-50そのものの流動点が140〇C,高圧

法ポリエチレンが1100Cであることを考え合わせると,

末照射物の流動点ほ結晶疫に支配され,被腰射物の流動

点ほ架橋の数によってきまるものと考えられる｡次にキ
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中央のドームの中に60cm角の測定断面があり,空気流はその中を手前の方へ流れ,左後方に見える送臥

機で加圧されて測定断面へ戻る｡写真は熱線風速計で乱れの測定を行っているところである｡

第15図 変 圧 風 ど う

シレンに対して溶解しないで残ったゲル%およびゲルの

膨潤度を測定した｡ゲル量は分子量がポアソン分布をし

ていると仮定した場合の理論値に比べてかなり低く,

波 放(C爪イノ

/必■〟 βガ 及ガ

〟グ

淀 長(〟ノ

第16図 Marlexr50の二重結合部分の赤外線吸収

スペクトル,挨の厚さは0.14～0.15mm

Charlesby氏ほこれを分子

鎖の切断に帰した｡この

Charlesby氏の理論を適用

すれば実測値ほ架橋1個に

対し切断1.4個となり異常

に大きい 呆となる｡前田

および中田氏ほ分子量分布

からも切断と同じ効果が生

ずる点に着日し実際の分子

量分布を考慮して計算する

ことにより実測値をよく説

明することに成功した(応

用物理,27(1958)304)｡し

たがってCharlesby氏の結

論は大きな修正を要し,た

とえ切断が起っているとし

ても架橋に比べればほるか

に小さい割合であることが

結論される｡次にゲルの膨

潤比から架橋間分子量さら

に架橋の数を求めることができる｡分子量として照射前

の全体の平均分子量を用いて計算すると照射量の少ない

部分では架橋の数は非常に大きくなる｡これは照射によ

り分子量の大きいものから架橋するためで,架橋の計算

はゲルの分子量を用いなければならない｡ゲルの分子量

は架橋の数に対してある函数となるはずであり,前田,中

田両氏は数値計算を行ってゲルの分子量を求めてそれ

へS､しぎ≠

第17岡 Marlex-50の11.0/′~におけるビニル基と

10.35〃におけるトランスビニレン基の吸収のフ′線

照射による変化｡×印は高圧法ポリエチレソ



から架橋の数を めた｡この方法によって架橋の効率

Gc.J.=0.91～0.81が得られた｡またゲル点からも架橋の

数ほ求まり,これからほ1.35 となった〔｡したがって

Gc,g.として1.35､0.81程度と考えられる｡照射によるポ

リエチレンの架橋の状態が分子量分布を考慮することに

よりかなりよく説明されることおよび架橋の効率の計算

にも分子量分布を考慮に入れてかなり妥当と考えられる

偵が得られたことほ布 のものむこ比べて一段とまさるも

のと考えられる(｡次にMarlex二50の照射による構造変

化を赤外線吸収スペクトルから調べた｡第1d図に示すよ

うに末照射物ほ10.1および11.0/′にビニル基の深い吸

収があるが,照射とともにこの吸収ほ減少し,10･35′∠の

トランスビニレン基の吸収が増大してくる｡この関係を

示すと第17図のようになる｡なお参考のため高圧法ポ

リエチレンについても記したが,トランスビニレン基の

生成はほとんど同じである｡これら二 結合の消長 架･エ

橋反応と密接な関係があるものと考えられ,その機構に

ついても程々の構想が掟案されている｡なお照射した

MarIex-50の高掛こおける抗張力はかなり増大し,伸び

ほ減少した｡

編集後記

本年度のわが国の経済の見通し

ほ,前半は横ばい,後半は本格的
＼

な景気の回復過程にほいるものと

予測されている｡また輸出の前提となる世界景気もよう

やく好転のきざしが見え,その前途は実に洋々たるもの

がある｡産業界発展のためまことに慶賀すべきことであ

る｡

(⊃

年改まりてここに昨昭和33年度の日本の製作界の技術

の成果を顧るに,電源の開発,工場設備の近代化,電子

工業の躍進,原子プJの研究,家庭用電気品の最産,輸出

の伸張など,特筆すべき事項が多い｡試みに日立製作所

における記録的製晶をあげてみても,東京電力納175,000

kWポイラ,東北電力納175,000kW火力発電設備一式,

電源開発母衣発電所納137,000kW125,000kVA水車発

電機,四国電力大森川発電所納14,000kW可逆ポンプ

水車,電源開発西東京変電所納 312,000kVA超高圧変

圧器,八幡製鉄納12,000HP双電動機式イルグナセツ

ト,日本鉄板納セソジマ ルー式,八幡製鉄納1,000t/b
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計算機等々,国産技術の精華というべきものの枚挙にい

とまがないはどである｡

○

一方海外への進出もまったく目ざましいものがあっ
た｡すなわちインド･ノトークラ発電所納150,000HPフ

ランシス水車5台をほじめとし,水車,発電機,変圧器,

クレーソ,ポソプ,ディーゼル電気機関車,蒸気機関車,

通信および電力ケーブル,管継手,ロールなどが中南米,

東南アジア方面に輸糾された｡このはか真空管,トラソ

ジスタラジオなどがカナダ,アメリカ向けに大量に輸出

されたことも特記すべき成果である｡
○

これら日立製作所の赫々たる技術の成果を網羅,集大

成して,本号を恒例の｢技術の成果号｣とした｡全巻200

頁に盛られた数々の記録は,一つ一つが日本工業技術発

達史の一こまとして貴重な資料であることを確信する｡
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